
４
月
２
７
日
か
ら
５
月
２

２
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核

不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議

が
開
か
れ
ま
す
。

国
連
憲
章
と
国
際
法
に
基

づ
く
平
和
を
取
り
戻
す
た
め
、

世
界
の
政
府
と
市
民
社
会
の

協
働
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、

原
水
協
か
ら
代
表
が
派
遣
さ

れ
ま
す
。

京
都
原
水
協
か
ら
、
高
校

生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
坂
本

さ
ん
、
新
日
本
婦
人
の
会
京

都
府
本
部
の
柿
本
さ
ん
、
京

都
原
水
爆
被
災
者
懇
談
会
の

三
山
さ
ん
の
３
名
が
参
加
し

ま
す
。

４
月
１
８
日
ラ
ボ
ー
ル
京

都
で
代
表
団
壮
行
会
が
行
わ

れ
、
激
励
し
て
き
ま
し
た
。

山田こうじです！
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Ｎ
Ｏ
・
３
５
４

安
倍
内
閣
発
足
当
時
の
軍
事

費
は
４
兆
７
千
億
円
が
、
９
兆

円
を
超
え
ま
し
た
。
防
衛
白
書

の
安
全
保
障
環
境
の
評
価
で
は

２
０
１
４
年
版
に
は
「
様
々
な

課
題
や
不
安
定
要
因
が
存
在
し

…

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
」
と
記
述
さ
れ
て
２
０
１
８

年
版
ま
で
同
じ
評
価
で
し
た
。

２
０
１
９
年
版
で
は
「
不
確
実

性
が
増
し
て
い
る
」
そ
し
て
２

０
２
３
年
版
で
は
「
戦
後
最
も

厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
」

と
の
記
述
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
日
米
同
盟
の
抑
止
力
の
強

化
」
の
結
果
、
平
和
で
は
な
く

「
緊
張
激
化
」
に
つ
な
が
っ
た

と
い
う
の
が
現
実
で
す
。

１
８
１
６
年
か
ら
１
９
６
５

年
の
１
５
０
年
間
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
「
軍
拡
競
争
を
先
行

さ
せ
る
紛
争
は
２
８
件
中
２
３

件
（
８
２
％
）
で
戦
争
に
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
た
の
に
対
し
、
軍

拡
競
争
を
先
行
さ
せ
な
い
紛
争

は
７
１
件
中
僅
か
３
件
（
４
％
）

し
か
戦
争
に
至
ら
な
か
っ
た
」

と
の
研
究
結
果
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
抑
止
力
は
戦
争
へ
の
道

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

憲
法
９
条
に
は
広
島
・
長
崎

で
の
人
類
初
の
核
戦
争
の
体
験

が
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た

１
９
４
６
年
１
１
月
、
内
閣
法

制
局
が
『
新
憲
法
の
解
説
』
を

発
行
し
ま
し
た
。

そ
の
」
第
二
章

戦
争
の
放

棄
」
に
は
次
の
一
節
が
あ
り
ま

す
。「

原
子
爆
弾
の
出
現
は
、
戦

争
の
可
能
性
を
拡
大
す
る
か
、

又
は
逆
に
戦
争
の
原
因
を
終
息

せ
し
め
る
か
の
重
大
段
階
に
到

達
し
た
」
「
識
者
は
、
ま
ず
文

明
が
戦
争
を
抹
殺
し
な
け
れ
ば
、

や
が
て
戦
争
が
文
明
を
抹
殺
す

る
で
あ
ろ
う
と
真
剣
に
憂
へ
て

い
る
」
。

核
時
代
に
突
入
す
る
な
か
で
、

戦
争
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い

と
い
う
認
識
が
９
条
成
立
の
背

景
に
あ
っ
た
の
で
す
。

Ａ
Ｉ
に
よ
る
と
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
ア
メ
リ
カ
人
の
戦
死

者
数
は
、

朝
鮮
戦
争
３
万
６

８
７
６
人
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争

５
万
８
２
２
０
人
、
レ
バ
ノ
ン

紛
争
２
４
１
人
、
湾
岸
戦
争
１

４
８
人
、
ソ
マ
リ
ア
紛
争
１
８

人
、
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
２
人
、
コ

ソ
ボ
紛
争
２
人
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
紛
争
２
４
６
１
人
、
イ
ラ

ク
戦
争
４
４
２
４
人
な
ど
、
一

部
の
紛
争
で
す
が
、
１
０
万
人

以
上
の
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
若

者
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
１
年
９
月
の
ア
メ
リ

カ
同
時
テ
ロ
か
ら
２
０
年
。
イ

ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の

対
テ
ロ
戦
争
が
、
米
国
社
会
に

深
刻
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

帰
国
後
、
心
的
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
で
多

く
の
元
兵
士
が
苦
し
ん
で
い
ま

す
。米

ブ
ラ
ウ
ン
大
ワ
ト
ソ
ン
研

究
所
が
２
０
２
１
年
６
月
に
ま

と
め
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
２

０
０
１
年
９
月
の
ア
メ
リ
カ
同

時
テ
ロ
以
降
の
戦
闘
任
務
に
参

加
し
て
死
亡
し
た
の
は
７
０
５

７
人
。
こ
れ
に
対
し
、
自
殺
し

た
現
役
・
退
役
軍
人
は
４
倍
以

上
の
３
万
１
７
７
人
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
ま

で
に
は
９
・
１
１
以
降
の
退
役

軍
人
の
自
殺
者
は
戦
死
者
の
２

３
倍
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
退
役
軍
人
の
１

０
人
に
１
人
が
薬
物
乱
用
障
害

と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
に
適
応
で
き
ず
、
ホ
ー

ム
レ
ス
に
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
な
い
等
、
深
い
傷
を
背
負
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

前
線
と
兵
站
の
境
の
な
い
近

代
戦
争
は
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
世
界
的
に
深
刻
な
被
害
が

生
じ
、
破
壊
的
な
犠
牲
を
伴
う

現
代
の
戦
争
に
は
「
勝
者
が
い

な
い
」
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
戦
後
８
１
年
間
、

憲
法
９
条
の
も
と
、
戦
死
者
を

出
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、

憲
法
９
条
を
持
つ
日
本
の
当
た

り
前
の
実
績
で
す
。

日
本
国
憲
法
前
文
に
は
「
政

府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争

の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
や

う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ

こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ

と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確

定
す
る
」
と
主
権
者
国
民
が
戦

争
し
な
い
と
決
意
し
た
の
が
戦

後
日
本
の
原
点
で
す
。

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を

許
さ
な
い
国
民
運
動
こ
そ
必
要

で
す
。


